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出題意図 

英語長文を読ませた上で、論理的な展開力を要する問題を解かせ、理解力、論理的

思考能力および問題解決能力を評価する。同時に、論述により基本的な表現能力を

評価する。 

 

【設問】 
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となる。 

 

(4)  

 

 

 を求めるには、7 回の乗算が必要で、さらに途中で得られた  と  と  

と をかけるので、計 11 回の乗算が必要になる。 
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(5)  

列 A を 1、列 Bを整数 Mで始める RPM では、列 Aの 行目の値 は、2 進法の 桁

目に対応する。RPM の最後のステップで、M は、横線で消されなかった列 A の値の和

で表される。これが、2進法の 桁目が0になるか、1になるかを意味するので、変換が

可能となる。 

 

RPM の結果、M は列 A の 2 のべき乗の和によって 

 

の形で表される。ただし、   

K は RPM の列 A の行数である。 

M を２進数に変換するには  の値（1 か 0）を一番下の桁から順に並べればよい。 
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【設問】 

 
(1) 

(2) 

(3) 
ステップ１では、画像に対して空間的な標本化を行う。カメラの中にある撮像素

子の画素は、格子状に配置され、画像を連続的な信号から離散的な表現へ変換す

る。 
ステップ２では、時間的な標本化を行う。各画素に映った光の量を一定の時間ご

とに測る。CCD や CMOS といったセンサーでは、画素ごとに露光時間の間に蓄

積した光による充電量を測定し、この標本化が行われる。 
ステップ 3 では、画素値を量子化する。センサーに内蔵の A/D 変換器を用いて

各画素の値を整数値の 256 や 4096 といった範囲に変換する。これによってコン

ピュータでの処理が可能になる。 
 
(4)  
量子化の整数の範囲が大きいほど、黒と白の中間の色合いが細かく表現できるの

が利点である。一方、量子化の整数の範囲が大きいほど、より大きなビット数が

一画素あたりに必要となり、画像の保存や処理に要するデータ量が大きくなるこ

とが欠点である。 
 
(5)  
（ア） 
A’に対応するデジタル画像は、元のデジタル画像に比べて、全体的に明るく見え

る。A の要素の値が 205 以上の領域は、白に近い濃淡が白に置き換えられ、濃

淡が見えなくなる。A の要素の値が 0 に対応する黒の点が、暗いグレーとなる。 
 
（イ） 
A”に対応するデジタル画像は、元のデジタル画像に比べて、暗い部分がより暗

く、明るい部分はより明るく見えるようになる。A の要素の値が 205 以上であ

る領域は、白に近い濃淡が白に置き換えられて画像の詳細が見えなくなる。一方、

A の要素の値が 49 以下の領域は、黒に近い濃淡が黒に置き換えられて画像の詳

細が見えなくなる。また、処理後は、49 から 149 の値に対応する輝度がなくな

るため、中間的なグレーの濃淡がなくなる。 
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